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文
化
財
の
分
野
で
は
、
後
に
説
明
す
る
文
化
的
景
観
な

ど
、
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
主
に
風
景
の
外
観
を
重
視

し
、
景
観
と
し
て
こ
れ
を
保
全
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

環
境
を
景
観
に
置
き
換
え
、
文
化
財
保
護
に
お
け
る
景
観

の
保
全
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
郷
土
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま
れ
、
地

元
住
民
に
育
て
ら
れ
、
今
日
ま
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
貴
重
な
国
民
の
財
産
で
あ
り
、
内
容
に
よ
り
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
文
化
財
と
し
て
指
定
し
、
保
護
し

て
い
ま
す
。

文
化
財
と
い
え
ば
、
社
寺
な
ど
建
造
物
や
、
仏
像
・
絵

画
な
ど
個
別
物
件
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
芸
能
や
工
芸

な
ど
の
技
術
や
伝
統
行
事
の
ほ
か
、
近
年
で
は
、
棚
田
な

ど
風
土
に
根
ざ
し
て
生
ま
れ
た
景
観
地
も
文
化
的
景
観
と

し
て
保
護
す
る
な
ど
、
そ
の
対
象
を
広
げ
て
い
ま
す
（
第

一
図
）。

今
回
は
、
景
観
と
か
か
わ
り
の
深
い
記
念
物
な
ど
の
文

化
財
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
記
念
物
●

記
念
物
と
は
、
次
に
掲
げ
る
文
化
財
の
総
称
で
あ
り
、

土
地
に
刻
ま
れ
た
人
間
の
足
跡
か
ら
自
然
景
観
ま
で
、
多

彩
な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

〔
史
跡
〕

貝
塚
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
等
の
遺
跡
で
わ

が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

〔
名
勝
〕

庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
等
の
名
勝
地
で
わ

が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
ま
た
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も

の

〔
天
然
記
念
物
〕

動
物
、
植
物
お
よ
び
地
質
鉱
物
で
わ
が
国
に
と
っ
て
学

術
上
価
値
の
高
い
も
の

国
で
は
記
念
物
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
「
史
跡
」
、
「
名

勝
」
、
「
天
然
記
念
物
」
に
指
定
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
重
要
な
も
の
は
「
特
別
史
跡
」、「
特
別
名
勝
」、

「
特
別
天
然
記
念
物
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
史
跡
に
は
、
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
を
始
め
23
件
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
名
勝
に
は
自
然
的
な
も
の
と
人
文
的
な
も
の
が

2
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第１図　文化財の種類一乗谷朝倉氏遺跡の復元町並み



あ
り
、
14
件
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

自
然
的
名
勝
の
代
表
に
は
、
景
勝
地
で
あ
る
三
方
五
湖

や
東
尋
坊
が
あ
り
、
人
文
的
名
勝
に
は
福
井
市
の
養
浩
館

よ
う
こ
う
か
ん

庭
園
を
始
め
と
す
る
庭
園
群
が
あ
り
ま
す
。
天
然
記
念
物

で
は
21
件
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
動
物
と
し
て
大
野
市
の

本
願
清
水
の
イ
ト
ヨ
生
息
地
、
植
物
と
し
て
若
狭
町
の
常

神
の
ソ
テ
ツ
、
地
質
鉱
物
と
し
て
東
尋
坊
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
●

日
本
各
地
に
は
、
そ
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
個
性
豊

か
な
集
落
や
町
並
み
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
度
経

済
成
長
の
中
、
そ
の
姿
は
次
々
と
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
で
、「
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
の
制
度
が
発
足
し
、
城
下
町
、
宿
場
町
、

門
前
町
な
ど
全
国
の
歴
史
的
集
落
や
町
並
み
の
保
存
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
町
村
が
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
を
定
め
、
国
は
こ
の
中
か
ら
価
値
の
高
い
も

の
を
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
と
し
て
選
定

し
て
い
ま
す
。
指
定
と
は
異
な
り
、
地
元
住
民
が
主
役
と

な
り
、
今
の
時
代
に
現
役
の
生
活
の
舞
台
を
整
備
し
、
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
活
動
を
、
国
等
が
支
援
す
る
制
度

で
す
。
ま
た
、
保
存
地
区
で
は
、
建
物
だ
け
で
な
く
「
こ

れ
と
一
体
を
成
し
て
価
値
を
形
成
し
て
い
る
環
境
」
を
も

保
存
対
象
と
し
て
お
り
、
周
辺
の
山
林
や
生
垣
、
樹
木
、

庭
園
等
（
環
境
物
件
）
の
保
護
も
図
っ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
若
狭
町
の
熊
川
宿
が
選
定
を
受
け
て
お
り
、

鯖
街
道
沿
い
に
営
ま
れ
た
宿
場
町
の
姿
が
整
え
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
浜
市
で
も
西
組
地
区
の
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
重
要
文
化
的
景
観
●

平
成
16
年
度
の
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
棚

田
や
里
山
な
ど
、
地
域
の
住
民
が
日
常
生
活
や
日
々
の
生

業
で
、
地
域
独
特
の
気
候
や
土
地
の
状
態
を
利
用
し
て
作

り
出
し
て
き
た
景
観
地
が
、「
文
化
的
景
観
」
で
す
。
重
要

伝
統
的
建
造
物
と
同
様
に
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、

景
観
法
に
定
め
る
景
観
計
画
区
域
ま
た
は
景
観
地
区
に
あ

る
文
化
的
景
観
の
う
ち
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
高
く
、

特
に
重
要
な
も
の
を
「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し
て
選
定

し
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観

の
所
有
者
等
は
、
文

化
庁
長
官
に
滅
失
や

き
損
の
届
出
が
必
要

と
な
る
ほ
か
、
現
状

変
更
等
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
文
化
庁

長
官
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
本

県
で
は
、
ま
だ
「
重

要
文
化
的
景
観
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
景
観
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
旧
越
廼
村
（
現
福
井
市
）
の
水
仙
畑
が
有
力
候
補

地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
水

仙
畑
。
そ
の
美
し
さ
や
文
化
的
価
値
は
私
た
ち
が
守
る
べ

き
貴
重
な
景
観
で
す
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
言
で
言
う
に
は
あ
ま

り
に
多
彩
な
内
容
を
文
化
財
は
含
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
文
化
財
は
、
日
本
の
風
土
の
中
で
生
ま
れ
、
そ
の

地
域
に
溶
け
込
ん
で
今
も
生
き
続
け
る
も
の
で
あ
り
、
周

辺
景
観
の
保
全
は
重
要
な
命
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年

新
た
に
創
設
さ
れ
た
文
化
的
景
観
な
ど
、
景
観
と
特
に
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で
す
。
以
下
、
各
種
文
化
財

に
お
け
る
景
観
保
全
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

<

記
念
物>

記
念
物
で
は
指
定
物
件
の
保
存
と
活
用
の
た
め
、
周
辺

景
観
に
調
和
し
た
整
備
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
別

史
跡
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
で
は
、
建
物
復
原
を
含
め
戦

国
時
代
の
領

主
の
館
や
街

並
の
整
備
事

業
が
続
け
ら

れ
、
周
辺
の

自
然
環
境
を

含
め
往
時
を

偲し
の

ば
せ
る
景

観
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近

年
、
鯖
江
市

の
王
山

お
お
ざ
ん

古
墳

3
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群
で
も
整
備

が
行
わ
れ
、

鯖
江
市
中
心

部
の
住
宅
地

内
で
、
弥
生

時
代
終
末
の

墓
地
が
営
ま

れ
た
様
子
が

里
山
の
中
に

整
備
さ
れ
、

緑
豊
か
な
都

市
公
園
と
し

て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
お
い
町
大
島
で
は
、
幕
末
の
海
岸
線
防
衛
の

た
め
作
ら
れ
た
小
浜
藩
の
砲
台
跡
が
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
際
に
整
備
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
以
外
の
史
跡
で
も
、
周
辺
景
観
に
合
っ
た
整

備
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

<

名
勝>

名
勝
の
保
存
は
景
観
の
保
全
に
密
接
に
係
わ
っ
て
お
り
、

指
定
地
だ
け

で
な
く
周
辺

を
含
め
た
景

観
の
維
持
と

改
善
も
時
と

し
て
必
要
と

な

り

ま

す

。

敦
賀
市
の
柴

田
氏
庭
園
は
、

野
坂
山
を
背

景
に
造
ら
れ
た
借
景
庭
園
で
あ
り
、
景
色
を
遮
る
建
物
の

建
設
は
庭
園
の
価
値
が
半
減
す
る
こ
と
は
そ
の
一
例
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
東
尋
坊
は
荒
々
し
い
岩
場
と
、
指
定
地
外

の
松
林
の
緑
が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
す
る
景
観
が
重
要
で
あ
り
、

松
く
い
虫
被
害
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

<

天
然
記
念
物>

天
然
記
念
物
は
、
人
間
が
深
く
係
わ
り
続
け
て
暮
ら
し

て
き
た
、
自
然
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
本
県

の
空
も
飛
翔
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
害
虫
駆
除
に
よ

る
餌
の
減
少
な
ど
、
生
活
圏
の
環
境
悪
化
に
よ
り
野
生
固

体
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
兵
庫
県
豊
岡
市
の
人
工
増

殖
施
設
で
保
護
さ
れ
、
一
部
が
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
生
息
環
境
が
改
善
さ
れ
た
結
果
と
も
言
え
ま
す
。

大
野
市
の
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息
地
で
は
、
池
の
水
源

枯
渇
が
顕
著
で
し
た
が
、
今
で
は
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

と
し
て
水
対
策
や
公
開
活
用
施
設
が
整
備
さ
れ
、
こ
こ
を

拠
点
に
、
小
学
生
等
が
市
内
に
点
在
す
る
清
水
の
清
掃
作

業
に
取
り
組
み
、
水
を
介
し
た
環
境
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す
。有

形
文
化
財
建
造
物
で
も
近
年
、
建
物
個
々
の
指
定
に

止
ま
ら
ず
社
寺
の
敷
地
全
体
の
指
定
に
動
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
建
築
の
特
徴
で

も
あ
る
木
材
お
よ
び
植
物
性
の
屋
根
材
（
檜
皮
、
柿
、
茅
）

等
を
確
保
す
る
た
め
、
森
林
等
を
「
文
化
財
の
森
」
と
し

て
保
護
し
始
め
、
そ
の
第
一
号
と
し
て
、
明
通
寺
と
羽
賀

寺
所
有
の
森
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
説
明
し
た
文
化
財
は
国
に
係
わ
る
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
以
外
に
も
県
や
市
町
が
指
定
す
る
文
化
財
が
多
数
あ

り
ま
す
。
文
化
財
は
特
別
の
施
設
に
の
み
あ
る
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
身
近
な
場
所
に
あ
り
、
地
域
で
生
ま
れ
、
育

ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
鎮
守
の
森
や
古
い
町
並
み
が
与

え
る
心
の
安
ら
ぎ
、
村
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
、
三
方
五
湖

や
東
尋
坊
な
ど
の
景
勝
地
は
、
福
井
の
歴
史
的
文
化
的
な

財
産
で
あ
り
、
そ
の
保
全
に
今
後
と
も
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
引
用
文
献
）「
平
成
18
年
度
　
我
が
国
の
文
化
財
行
政
」
文
化
庁
　

（
福
井
県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財
保
護
室
）
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ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化
と
よ
く

目
に
し
ま
す
が
、
本
誌
を
見
て
改
め
て
主

婦
の
立
場
か
ら
の
「
省
エ
ネ
」
を
考
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

量
が
日
本
一
な
ん
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
県
民
全
体
が
理
解
し
、
少
し
で
も

省
エ
ネ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

（
坂
井
市
　
Ｙ
さ
ん)

陸
地
方
が
全
国
で
電
気
の
消
費
量

が
一
番
多
い
と
知
り
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
最
近
、
省
エ
ネ
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
電
気
使
用
量
No.
１
の
北
陸
か

ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
デ
ー

タ
を
県
民
、
北
陸
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い

省
エ
ネ
改
善
の
意
識
を
広
め
て
い
っ
て
欲

し
い
で
す
。

（
福
井
市
　
Ｔ
さ
ん)

く
い
の
省
エ
ネ
住
宅
、
障
子
や
雨

戸
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
等
昔
か
ら

の
知
恵
を
大
切
に
し
た
い
と
、
楽
し
く
我

が
家
も
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

（
越
前
市
　
Ｍ
さ
ん)

に
今
年
は
、
異
常
気
象
が
例
年
に

も
増
し
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。
暖
冬

だ
っ
た
冬
が
過
ぎ
た
と
た
ん
、
暑
い
春
、

寒
い
Ｇ．

Ｗ
。
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だ
れ
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を
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て
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エ
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宅
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す
す
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
日
本
人

は
、「
和
の
心
」
で
す
ね
。
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前
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Ｉ
さ
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今回は「ふくいの歴史的文化的環境」がテーマです。
全問正解めざしてチャレンジしてみてくださいね。御
応募お待ちしております！

福井県の人文的名勝地はつぎのうちどれで
しょうか？

①　養浩館庭園
②　東尋坊
③　三方五湖

峡谷、海浜、山岳等で、わが国にとって芸術
上または鑑賞上価値の高いもの」が指定され
る記念物はつぎのうちどれでしょうか？

①　史跡
②　名勝
③　天然記念物

平成１６年度の文化財保護法改正によ
り、新設された制度はどれでしょうか？　

①　重要伝統的建造物群保存地区
②　重要文化的景観
③　文化財の森

　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募
集しています。 
　環境問題に関心のある方、本紙『みんなの
かんきょう』を毎号読みたい方、当協議会主
催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会
ください。お待ちしております！ 
 
年会費　　個人会員：500円 
　　　　　企業会員：10,000円 
　　　　　　　　　　　　　（1口以上何口でも可） 

　　　　　団体会員：無料 

申込み・問合せ先 
　環境ふくい推進協議会事務局 
　　　　　　　　　　（福井県環境政策課内） 

　 TEL：0776－20－0301

　協議会の事業紹介やイベント案内、『みんなのかんきょう』のバックナ

ンバーも掲載しています。 

E-mail：kankyou@pref.fukui.lg.jp

http://www.erc.pref.fukui.jp/eco/kfs.html

　環境ふくい推進協議会では、環境に関するイベント情報をメールマガジ

ンを活用し、タイムリーに提供することにより、会員相互の情報の共有化

を図っています。 

　情報を発信したい方、受信したい方は下記アドレスまでご連絡ください。 

編 集  

後 記  

夏も真っ盛り！毎日暑い日々が続きますね。冷房の温度を１度高めに設

定して、御家庭でもクールビズスタイルを取り入れ、暑い夏をエコして

爽やかに乗り切りましょう☆ 

第１問

第２問

第３問

環境クイズ応募要領
★方　法／答えを官製ハガキに記入の上、郵便番号、

住所、氏名、年齢、職業、性別および本
紙の感想を書いて、当協議会まで郵送し
てください。

★締切日／平成19年8月31日（当日消印有効）
全問正解者の中から抽選で、図書カード
をお送りいたします。当選者は次号で紙
面にて発表します。

［応募先］ 〒９１０－８５８０

福井県庁内 環境ふくい推進協議会

前回解答 
第１問　① １次エネルギー 
第２問　③ ４８％ 
第３問　① 障子 
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